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22年ぶり0母積総会成功裡に
今年も10月25目 (目 )に開催

母
校
で
同
期
会
は

い
か
が
で
す
か
？

月
日
会

▲
広
長

（１９
期
）

鍵
和
田
　
幹
　
夫

‐  ‐
―
タ

総会での挨拶

昨
年
は
、
念
願
の
母
校
で
の
総
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
多
く
の
会
員

の
皆
様
を
始
め
、
総
会
運
営
の
お
手

伝
い
を
い
た
だ
い
た
準
備
委
員

・
６２

期
生
の
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝

●
２２
年
ぶ
り
の
母
校
総
会
成
功
裡
に

●
今
年
も
１０
月
２５
日
に
母
校
総
会

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

おもな内容

の
う
え
で
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
①
（詳
細
は
左
記

「総
会
開
催

案
内
」
参
照
）

ま
た
、
昨
年
度
は
し
ば
ら
く
休
眠

し
て
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
月
日
会
活
動
内
容
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
提
供
や
同
期
会
情
報
な
ど
、

会
員
相
互
の
情
報
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
の
た
め
に
内

容
の
充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
を
支
え
る
の
は
会
員
の
皆
様
か

ら
納
付
い
た
だ
く
会
費

・
寄
付
金
と

な
り
ま
す
。
今
年
も
新
幹
事
を
迎
え
、

新
た
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

少
子
高
齢
化
、
技
術
革
新
、
選
挙
年

齢
引
き
下
げ
、
の
四
点
で
す
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
都
立
高
校
に

外
国
人
教
員

（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
）
が
配
置

さ
れ
、
ま
た
、
教
育
委
員
会
に
よ
る

留
学
制
度

「次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成

道
場
」
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

校
で
も
、
米
国
青
年
が
１
名
教
員
と

し
て
着
任
し
、
「
次
世
代
」
で
は
、

６
名
が
合
格
し
て
留
学
中
で
す
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
改
修
さ
れ
、

さ
ら
に
４０
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

な
ど
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
の

政
治
参
加
に
対
す
る
指
導
、
大
学
入

試
改
革
、
な
ど
今
後
も
目
白
押
し
で

す
。こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
も
、
月
日
会
会
員
の
皆
さ
ま
の

お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
す
。

す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
報
を
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
の
も
皆
様
か
ら
の
年

会
費

・
ご
寄
付
の
お
か
げ
で
す
。

ご
協
力
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
総
会
前
に
行
っ
た
母
校
見

学
会
で
は
、
６２
期
生
の
案
内
で
、
高

校
生
が
学
ん
で
い
る
教
室
を
巡
り
ま

し
た
。
小
西
議
長

（
副
会
長
）
に
よ
る

「総
会
」
が
厳
粛
に
行
わ
れ
、
引
き
続

き

「懇
親
会
」
が
、
新
井
図
貴

（１６

期
）
さ
ん
、
加
藤
健
太

（６２
期
）
さ

ん
、
原
田
美
遥

（６２
期
）
さ
ん
の
司

会
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
懇
親
会
」
に
は
、
１
期
生
か
ら

６２
期
生
ま
で
幅
広
い
年
代
の
会
員
が

１
０
０
名
余
参
加
し
、
懐
か
し
い
恩

師
や
会
員
と
の
間
で
、
世
代
を
超
え

た
交
流
の
輪
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
の
際
に
は
、
筆
曲
部

Ｏ
Ｇ
の
琴
演
奏
が
、
懇
談
の
合
間
に

は
、
６２
期
生
有
志
に
よ
る

「
ダ
ン
ス

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
行
わ
れ
、
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
来
年
の
再
会
を
約
し
散

会
し
ま
し
た
。

母
校
で
の
総
会
は
、
こ
れ
か
ら
も

毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す
。

総
会
に
参
加
し
た
後
に
同
期
会
な

ど
を
企
画
い
た
だ
く
の
は
い
か
が
で

す
か
？
ぜ
ひ
、
ご
友
人
と
お
誘
い
あ
わ
せ

晉
挨
拶

都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
長

第
１８
代士口
　
［日
　
　
　
　
　
一日
一

月
日
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
式
典
を

は
じ
め
、
学
校
行
事
や
授
業
、
部
活

動
で
の
支
援
な
ど
大
変
お
世
話
に
な

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

東
京
都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
に

着
任
し
て
、
三
年
目
を
迎
え

て
、

様
々
な
形
で
学
力
向
上
の
取
り
組
み

を
推
し
進
め
、
少
し
ず
つ
成
果
も
上

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
本
校
の
体
育
館
で
の
月

日
会
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
多
く
の
本
校
卒
業
生
の
皆

さ
ま
の
ご
活
躍

の
様
子
を
お
聞
き

し
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
大
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
卒
業
し
た
て

の
若
者
ま
で
、
大
変
活
発
に
活
動
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
感
動
い
た
し
ま
し

た
。さ
て
、
教
育
界
は
大
き
な
変
革
の

時
期
を
迎
え
、
今
ま
で
に
な
い
動
き

が
都
立
高
校
で
も
起
こ
っ
て
い
ま

懇親会の様子 学校見学会集合写真

多摩
沼
部
の
オ
ヤ
ジ
考
？

昭
和
３９
年
に
入
学
し
て
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
の
が
、
通
称

『沼
部
の

オ
ヤ
ジ
』
で
あ
る
。
駅
を
出
て
、
狭

い
駅
前
の
道
を
行
く
と
、
す
ぐ
左
に

折
れ
る
通
路
が
あ

っ
た
。
そ
こ
に

２
、
３
軒
の
食
品
な
ど
を
売
る
小
さ

な
店
が
並
ん
で
い
た
。
そ
の
短
い
通

路
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
自
動
車
通
り

に
出
た
。
そ
こ
に
、
彼
は
今
で
い
う

ホ
ー
ム
レ
ス
的
風
体
で
毎
日
立
っ
て

い
た
。
生
業
は
定
か
で
は
な
い
。
夏

で
も
冬
で
も
、
朝
で
も
夕
で
も
、
ネ

ズ
ミ
色
の
外
套

（こ
こ
で
は
グ
レ
ー

の
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
と
い
う
よ
り
は

ネ
ズ
ミ
色
の
外
套
と
い
っ
た
方
が
似

合
っ
て
い
る
）
の
襟
を
立
て
、
ポ
ケ

ッ
ト
に
両
手
を
突
っ
込
み
、
無
言
で
、

深
く
思
考
し
て
い
る
表
情
で
立
っ
て

い
た
。
落
研
の
例
会
で
彼
の
素
性
を

題
に
話
合
い
が
あ
っ
た
。
先
輩
は
、

そ
の
哲
学
め
い
た
姿
を
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
か
プ
ラ
ト
ン
に
映
し
て
、
彼
は

哲
学
者
と
言
い
切
っ
た
。
ま
た
、
彼

は
公
安
刑
事
と
し
て
思
想
不
純
な
学

生
を
偵
察
し
て
い
る
と
真
顔
で
語
る

者
も
い
た
。
ム
ダ
で
馬
鹿
げ
た
話
合

い
を
廷
々
と
続
け
た
。
そ
れ
だ
け
彼

は
我
々
に
と
っ
て
摩
訓
不
思
議
な
存

在
だ
っ
た
。
振
り
返
る
と
、
こ
ん
な

こ
と
を
考
え
る
我
々
は
オ
ヤ
ジ
よ
り

は
る
か
に
小
物
だ
っ
た
。
こ
の
日
以

来
、
我
々
の
脳
の
ピ

ン
ト
が
ず
れ

た
。
そ
れ
が
落
研
の
し
ご
き
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
後
日
談
だ
が
、

彼
は
、
い
つ
の
間
に
か
姿
を
消
し
、

そ
の
後
現
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
き

っ
と
何
か
目
的
を
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
。

‐５
期
　
新
井
団
責

「月日会平成27年度総会・懇親会」を下記のとおり開催いたします。

今年は役員改選の年です。多くの会員の皆様の参加をお待ちしています。

記

日 日時  10月 25日 (日 )
学校見学会 午後 1時～年後 1時 30分
総会受付  午後 1時 30分～
総  会  午後 2時～午後 2時 30分
懇 親 会  午後 2時 30分～年後 3時 30分
日会場 都立田園調布高等学校サブアリーナ (体育館地下)
日会費 2千円 (但 し、59期生から62期生までは千円。

63期生 。現旧教職員はご招待)
・参加申込み。会費納入方法

参加希望の方は、同封した「会費入金票」にて参加申込み・振込
お願いします。見学会参加希望の方は、近況欄にその旨のご記入を
お願いします。
。その他学校を利用する上でのお願いです

① 駐車場はありません。ご来場は、公共交通機関をご利用ください。

② 学校内は、禁煙となっています。

③学校内では、酒類の提供はできません。
④ 学校内は、決められた場所以外は立ち入り禁上です。

今年の総会は10月25日 (日)開催です

発 行 所

都立田園調布高等学校

同窓会 月 日 会
東京都大田区田園調布南27-1

発 行 人  鍵和田幹夫
編集責任者  小 西 正 晃

大活躍の62期生
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幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹 幹

事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事 事

半
田

大 美 美 勇
匡 介 咲 遥 気

平
成
２６
年
度
活
動
は
以
下
の
通
り

で

す

。

幹
事
会
活
動

○
入
学
式
出
席

（
４
月
８
日
）

○
幹
事
会

（
６
回
）

○
会
計
委
員
会

（随
時
）

○
会
報
委
員
会

（随
時
）

○
会
報
３５
号
発
行

（７
月
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
参
加

（９
月
１４
日
）

○
平
成
二
十
六
年
度
総
会

（１０
月
２６
日
）

○
卒
業
生

へ
の
月
日
会
説
明
（
３
月
１３
日
）

○
卒
業
式
出
席

（３
月
１４
日
）

母
校
協
力
活
動

○
体
育
祭
見
学

（６
月
７
日
）

○
学
校
授
業
公
開（６
月
１６
日
～
２０
日
、

１０
月
６
日
～
１０
日
）

○
合
唱
祭
出
席

（２
月
４
日
）

一
般
財
団
法
人
剛
園
調
布
教
育
財
団

協
力
活
動

〇
理
事
会

（３
回
）

○
評
議
員
会

（２
回
）

○
運
営
委
員
会

（２
回
）

○
多
摩
川
河
川
敷
清
掃
活
動
参
加

（
５
月
２５
日
）

○
手
話
講
習
会
協
力

（■
月
８
日
）

○
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
協
力

（
Ｈ
月
２３
日
）

○
小
学
生
野
球
大
会
協
力（・２
月
１４
日
）

○
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
協
力

（１
月
１０
日
、
１７
日
、
３．
日
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選
会
協
力

（毎
月
第

一
水
曜
日
）

第36号

平成27年度 第一回幹事会

月日会より記念品贈呈

一　
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
力
活
動

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会
参
加（
６
月
１４
日
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

参
加

（７
月
５
日
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
協
力
売
り
子

役
で
手
伝
い

（９
月
１４
日
）

○
観
劇
会
参
加

（
１１
月
１
日
）

○
ぼ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
反
省
会
参
加

（
Ｈ
月
１５
日
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
手
作
り
講
習
会
参
加

（
ｍ
月
２９
日
）

○
卒
業
を
祝
う
会
参
加
（３
月
１４
日
）

清
流
会
協
力
活
動

○
清
流
会
総
会
参
加

（６
月
１４
日
）

○
清
流
会
研
修
旅
行
参
加（
・２
月
７
日
）

○
清
流
会
新
年
会
参
加

（２
月
１４
日
）

平
成
二
十
七
年
度
月
日
会
役
員

役
　
職
　
　
氏
　
名
　
　
期

名
誉
会
長
　
田
中
　
博
隆

会
　
　
長
　
鍵
和
国
幹
夫

（幹
事
長
兼
任
）

副

会

長
　
源
田
真
由
美

（会
計
委
員
長
兼
任
）

副

会

長
　
山
本

（名
簿
委
員
長
兼
任
）

副

会

長
　
小
西

（会
報
委
員
長
兼
任
）

会
計
監
査
　
簡

会
計
監
査
　
鈴
木

常
任
幹
事
　
金
子
喜

常
任
幹
事
　
新
井

常
任
幹
事
　
加
持

常
任
幹
事
　
市
川

敏

（

洋
子

（

一
郎

（

國
貴

（

和
子

（

忠
司

（

常
任
幹
事
　
波
田
野
　
宏

（総
会
準
備
委
員
長
兼
任
）

常
任
幹
事
　

水ヽ
井
　
公
規

常
任
幹
事
　
加
藤
　
健
太

幹
　
　
事
　
染
野
美
代
子

幹
　
　
事
　
寺
久
保
　
勲

幹
　
　
事
　
初
音
み
ね
子

幹
　
　
事
　
千
本
　
俊
江

幹
　
　
事
　
重
谷
麻
奈
美

幹
　
　
事
　
山
梨
　
裕
加

幹
　
　
事
　
御
子
柴
史
大

（２０
期
）

順
子

（２４
期
）

正
晃

（３７
期
）

15 7 11 9
期 期 期 期
・６
期
）

３．
期
）

（３３
期
）

（６．
期
）

（６２
期
）

（１
期
）

（４
期
）

（‐４
期
）

（‐５
期
）

（５２
期
）

（５６
期
）

（５９
期
）

仲
島
原
田
吉
良

（６０
期
）

（６２
期
）

（６２
期
）

（６２
期
）

（６２
期
）

（
６２
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（
６３
期
）

（
６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（６３
期
）

（
６３
期
）

高
橋
榊
　
　
　
航

安
積
　
結
女

釜
口
　
晃
帆

高
橋
　
圭
哉

村
石
　
　
翼

今
井
　
拓
海

嶋
倉
満
莉
香

匂
坂
　
裕
真

藤
森
　
紫
帆

田
中
　
瑠
香

森
瀬
久
怜
愛

熊
坂
　
朋
也

竹
花
俊
太
朗

斎
藤
　
　
愛

鈴
木
　
　
颯

今
春
、
６６
期
生
の
入
学
式
で
来
賓

挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と

き
、
６０
年
前
の
私
の
入
学
式
を
思
い

浮
か
べ
ま
し
た
。

岡
沢
武
初
代
校
長
先
生
の

「
開
拓

者
精
神
を
持
て
」
の
お
話
は
、
今
も

っ
て
私
の
活
動
の
原
点
に
な
っ
て
い

ま
す
。
初
代
岡
沢
校
長
先
生
か
ら
現

・８
代
吉
田
校
長
先
生
ま
で
の
６０
年
間

ご
指
導
を
頂
き
月
日
会
活
動
、
財
団

活
動
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
「
オ

ー
ル
日
高
」
の
和
と
絆
に
支
え
ら
れ

て
の
お
陰
で
す
。

そ
の
６０
年
前
の
入
学
時
か
ら
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
日
高
の
名
物
先

生
と
い
わ
れ
た
村
山
ア
キ
先
生

（享

年
９４
歳
）
と
山
下
良
章
先
生

（享
年

８９
歳
）
が
昨
年
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

村
山
先
生
は
、
昭
和
２５
年
か
ら
昭

和
５２
年
ま
で
の
２８
年
間

（
１
期
生

～
２８
期
生
）
在
籍
さ
れ
理
科
物
理
の

◆

笠

◆

歩

令

等

◆

◆

冬

笠

◆

◆

◆

◆

◆

今

◆

◆

◆

◆

や

す

◆

◆

や

す

◆

本

や

◆

今

や

や

◆

◆

金

◆

手

◆

令

帯

◆

◆

令

◆

◆

◆

や

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

令

◆
や

◆

◆

令

笠

◆

李

◆

や

◆

◆

令

◆

◆

◆

↑

◆

◆

◆

令

笠

◆

◆

今

◆

李

◆

や

や

◆

◆

や

や

今

◆

や

す

今

や

や

◆

◆

苓

や

◆

◆

◆

◆

◆

◆

令

思
師
の
思
い
出

村
山
ア
キ
先
生
、
山
下
良
章
先
生
の
ご
逝
去

６３
期
生
の
卒
業
を
お
祝
い
し
ま
す

推
奨
服
で
あ
る
紺
色
の
ブ
レ
ザ
ー

姿
が
多

い
中
、
水
色
や
黄
色
と
い
っ

た
ド
レ
ス
や
袴
姿
が
ち
ら
り
ほ
ら

り
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
日
高
は
６３

回
目
の
卒
業
式
を
無
事
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
式
中
、
様
々
な

想

い
が
胸
に
溢
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間
と
、
青

春
時
代
を
過
ご
し
た
日
高
で
の
思
い

出
を
忘
れ
ず
、
力
強
く
生
き
て
く
だ

さ
い
。
卒
業
お
め
で
と
う
。

６２
期
　
原
田
美
遥

一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団

月
自
会
関
係
役
員

監 理 理 副 理 評 評

峯事議議
事 事 事 長 長 員 員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

運
営
委
員

寺
久
保
　
勲

鈴
木
　
洋
子

田
中
　
博
隆

鍵
和
田
幹
夫

源
田
真
由
美

小
西
　
正
晃

簡金
子
喜

新
井
千
本
加
持
山
本
市
川
波
田
野

永
井
加
藤
原
田
高
橋
匂
坂
鈴
木

和
子
順
子
忠
司

月
日
会

名
誉
会
長

（６
期
）

一般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団
理
事
長

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
委
員

田

中

博

隆

教
科
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
お

茶
の
水
女
子
大
出
身
の
リ
ケ
ジ
ョ
で

し
た
。
「
月
日
会
会
報
第
２３
号
」
名

物
先
生
訪
問
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
是
非
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

山
下
先
生
は
、
昭
和
２７
年
か
ら
昭

和

３８
年
ま

で
の
■
年
間

（
３
期
生

～
・３
期
生
）
在
籍
さ
れ
理
科
生
物
の

教
科
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

弁
護
士
に
な
ら
れ
、
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
「
創
立
５０
周
年
記
念
誌
」

に
、

「
田
高
時
代
の
思

い
出
」
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
田
高

ム
ー
ド
」

の

中
で
、
厳
し
く
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
お
二
人
の
先
生
に
は
、
月
日
会
活

動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

４
期
）

Ｈ
期
）

６
期
）

２０
期
）

３７
期
）

９
期
）

７
期
）

・５
期
）

・６
期
）

２４
期
）

３．
期
）

３３
期
）

６．
期
）

６２
期
）

６２
期
）

６３
期
）

６３
期
）

19

期

俊 國 一
江 貴 郎 敏

15

期

裕 圭 美 健 公
颯 真 哉 遥 大 規 宏

63期新幹事

今
年
３
月
に
卒
業
し
た
６３
期
新
幹
事

の
皆
さ
ん
に
３
つ
の
質
問
を
し
ま
し

た
。
１
　
在
学
時
の
部

・
委
員
会
活
動
、

２
　
現
在
の
進
路
、

３
　
新
幹
事
と
し
て
の
一
言

当
・い

安
積
結
女

１
　
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
の
部
長
を

や
っ
て
ま
し
た
。
人
数
が
お
お

く
て
ま
と
め
る
の
が
大
変
で
文

化
祭
な
ど
の
行
事
の
時
は
大
変

で
し
た
。
が
、
な
ん
と
か
顔
張

り
切
り
ま
し
た
。

２
　
進
路
は
音
楽
の
裏
方
の
専
門
学

校
に
来
た
の
で
音
楽
系
の
仕
事

に
つ
き
ま
す
。

３
　
か
ん
じ
が
ん
ば
り
ま
す

村
石
　
翼

１
　
吹
奏
楽
部

２
　
将
来
に
向
け
て
大
学
で
勉
強
中

で
す
。

３
　
頑
張
り
ま
す

嶋
倉
満
莉
香

１
　
ダ
ン
ス
部
、
進
路
委
員
、
旅
行

委
員
、
卒
業
対
策
委
員

２
　
四
年
制
の
服
飾
の
大
学
に
通
っ

て
い
ま
す

３
　
学
校
の
た
め
ほ
と
ん
ど
集
ま
り

に
参
加
で
き
ま
せ
ん
が
頑
張
り

今
香
六
十
六
期
生

三
百
三
十
七
名
入
学

平
成
２７
年
度
入
学
式

～
新
入
生
の
皆
さ
ん
へ
～

第
６６
回
入
学
式
は
、
平
成
２７
年
４

月
７
日

（火
）
に
２
３
７
名
の
新
入

生
を
迎
え
、
先
生
方
や
保
護
者
の
皆

さ
ん
、
来
賓
の
方
々
が
温
か
く
見
守

る
中
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
琴
や

吹
奏
楽
の
演
奏
、
先
輩
が
歌
う
ア
カ

ペ
ラ
の
校
歌
は
、
期
待
と
不
安
で
い

っ
ぱ
い
の
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
の
力
強
い
エ
ー
ル
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、
様
々
な
体

験
を
通
し
て
、
大
き
く
ま
っ
す
ぐ
成

長
し
て
く
だ
さ
い
。
２０
期
　
源
田
真
由
美

薪
事
業
生

六
十
三
期
焦

三
百
二
十
九
妬

田
高
卒
業
生
は
延

一
万
六

千
八
百
五
十
五
名
と
な
り
ま

し
た
。
連
絡
可
能
月
日
会
会

員
は
、
約

一
万
三
千
名
で
す
。

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

匂
坂
裕
真

現
役
時
代

一
剣
道
部
所
属

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

竹
花
俊
太
朗

・
美
化
委
員
…
？

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

・
田
高
で
の
思
い
出
を
大
切
に
し
っ

か
り
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

斎
藤
　
愛

１
　
ダ
ン
ス
部

２
　
都
立
荏
原
看
護
専
門
学
校

３
　
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す

が
頑
張
り
ま
す

鈴
木
　
颯

１
　
陸
上
部

２
　
大
東
文
化
大
学
教
育
学
科

３
　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る

限
り
顔
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

口

覇

閣

国

田

鰯

『月日会ホームベージをリニューアル」

昨年の会報でお知らせしたように、月日会のホームページをリニューアル

しました。新しいURLは以下のとおりです。出来るだけ頻繁に更新した
いと思いますので、是非ご覧ください。

新 URL  http://tsukihikai.net/
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近
況
お
便
り

Ｏ
②
が

も
う

１
期
　
黒
川
　
慶
子

プ
ー
ル
ヘ
行
っ
た
り
、
日
々
忙
し
く

動
い
て
い
ま
す
。
１
期
　
片
山
　
善
子

今
年
は
傘
寿
！
！
こ
の
長
生
き
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
～
フ
ラ
ダ
ン
ス
　
足
腰

き
た
え
て
～
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
２
期
　
一二
好

　

聰

終
生
現
役
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

２
期
　
井
上
　
周
子

今
写
真
が
生
き
が
い
で
す
。
毎
年
５

月
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
の
写
真

展
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

５
期
　
志
村
　
年
弘

平
成
１０
年
定
年
後
、
山
梨
で
電
気
管

理
事
務
所
開
設
、
１６
年
目
で
す
。
月

間
の
走
行
距
離
１
２
０
０
ｋｍ
。

６
期
　
蒲
原
　
弘
幸

高
校
野
球
が
終
わ
り
、
野
球
を
し
な

い
つ
も
り
で

「野
球
導
」
を
出
版
し

た
が
、
今
年
か
ら
再
度
大
学
野
球
指

導
を
頼
ま
れ
、
麗
澤
大
学
で
は
じ
め

ま
し
た
。

６
期
　
楠
田
　
尚
徳

６
期
生
も
、
い
よ
い
よ
、
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
で
す
。

７
期
　
田
中
　
洋

一

生
涯
現
役
を
目
標
に
、
地
域
医
療
に

参
加
し
て
い
ま
す
◇
人
生
第
４
コ
ー

ナ
ー
を
ま
わ
り
、
楽
し
く
生
活
す
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

７
期
　
武
田
　
文
江

月
日
会
会
報
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。
在
学
中
は
バ
ス
ケ
部
に
所
属
。

最
近
は
毎
年
Ｏ
Ｂ
会
を
開
い
て
い
ま

す

（１
～
・３
期
）
。
森
元
先
生
も
ご
健

在
で
す
。

８
期
　
後
藤
喜
佐
子

１
９
６
４
年
４
月
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
に
結
婚
し
て
今
年
は
何
と

金
婚
式
１
３
人
の
子
供
と
、
８
人
の

孫

（小
学
生
～
大
学
生
）
に
恵
ま
れ
、

昨
年
は
年
女
で
し
た
。
次
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
元
気
で
い
ら
れ
る
か
し

らヽ
，
・　
・　
・
ρ

８
期
　
夏
目
　
連
也

７０
才
で
隠
居
し
て
２
年
に
な
り
自
由

な
時
間
が
増
え
た
の
で
家
内
と
の
海

外
旅
行
も
楽
し
み
の

一
つ
に
な
り
ま

し
た
。
元
気
な
内
に
古
い
友
人
と
会

え
る
様
努
力
し
た
い
。

９
期
　
佐
藤
　
英
樹

元
気
で
同
窓
の
友
人
と
会
っ
て
お
り

ま
す
。
月
日
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Ю
期
　
太
田
　
一里
彦

ト
ピ
ツ
ク
ス
と
し
て
地
元
、
県
立
岩

国
高
校
が
７
年
ぶ
り
に
夏
の
甲
子
園

出
場
と
な
り
ま
し
た
。
隠
れ
応
援
団

と
し
て
予
選
よ
り
球
場
へ
足
を
運
び
、

そ
の

「
か
い
」
が
あ
り
ま
し
た
。
甲

子
図
で

一
勝
を
１
１１１期
　
麻
尾
　
俊
忠

田
高
が
文
武
両
道
で
“
都
立
の
星
”

に
な
る
様
願
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

「
期
　
西
宮
　
正
義

か
く
す
れ
ば
　
か
く
な
る
も
の
と

知
り
な
が
ら
　
や
む
に
や
ま
れ
ぬ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

‐２
期
　
辻
川
　
　
浩

拘
束
の
な
い
時
間
を
自
由
に
た
っ
ぷ

り
と
使
っ
て
い
ま
す
。

憎
期
　
磯
部
　
和
子

ま
だ
桐
の
花
を
見
に
行
け
ま
せ
ん
。

い
つ
か
は
実
現
す
る
で
し
ょ
う
か
。

楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

‐４
期
　
山
本
　
　
明

（週
３
回
、中
野
坂
上
に
あ
る
会
社
に
、

前
橋
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
）
群
馬
県

庁
を
定
年
退
職
後
、
農
業
開
発
系
の

コ
ン
サ
ル
に
勤
め
て
７
年
目
の
夏
。

現
在
は
ア
ン
ゴ
ラ
国
の
稲
作
開
発
技

術
協
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
て

い
ま
す
。

‐４
期
　
山
田
　
和
江

毎
日
家
業
を
手
伝
い
、
時
々
、
孫
の

顔
を
見
に
出
向
き
、
週
に
１
度
体
操

に
行
き
、
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

‐４
期
　
和
田
　
克
枝

あ
と
何
シ
ー
ズ
ン
、
ス
キ
ー
が
滑
れ
ま

す
か
、
体
力
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

‐５
期
　
米
重
　
清
光

大
田
区
柔
道
会
の
副
理
事
長
を
２０
年
、

務
め
て
い
ま
す
。
全
日
本
柔
道
形

（か

た
）
大
会
の
古
式
の
形
で
、
２
度
、
全

日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

‐５
期
　
伊
東
冨
士
雄

玉
川
大
学
で
通
信
教
育
に
て
教
員
養

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

‐５
期
　
澤
間
　
譲
治

仕
事
は
適
度
に
、
趣
味
の
ヨ
ッ
ト

・

読
書

・
旅
行
を
目

一
杯
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

‐６
期
　
川
口
　
俊

一

シ
エ
ア
も
卒
業
し
ま
し
た
が
、
ま
だ

現
役
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

‐６
期
　
西
沢
　
久
雄

熱
海
で
陶
器
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
始
め

ま
し
た
。

‐７
期
　
保
坂
　
　
誠

高
校
か
ら
剣
道
を
始
め
、
１１
月
に
七

段
に
な
り
ま
し
た
。‐８
期
　
保
日
　
伸
男

お
か
げ
様
で
昨
年
定
年
退
職
し
、
今

は
、
音
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
等
々
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。

帽
期
　
海
老
原
明
子

同
期
会
で
は
先
生
方
に
元
気
を
い
た

だ
く
歳
と
な
り
。
田
高
を
卒
業
し
て

何
十
年
、
若
き
後
輩
達
の
活
躍
も
期

待
し
つ
つ
。

‐８
期
　
福
田
　
　
隆

先
日
、
２
年
ぶ
り
に
１８
期
の
同
期
会

が
あ
り
ま
し
た
。
名
前
と
顔
を
見
て

も
わ
か
ら
な
い
人
も
い
ま
し
た
。
卒

業
し
て
４４
年
の
月
日
は
長
い
で
す
ね
。

夜
は
１０
時
に
寝
て
翌
朝
４
時
に
起
き
、

会
社
に
元
気
に
通
っ
て
ま
す
。

‐９
期
　
山
浦
　
恵
子

ま
も
な
く
３
度
目
の
ア
フ
リ
カ
赴
任

に
同
行
し
ま
す
。
任
地
は
ガ
ボ
ン
。

エ
ボ
ラ
熱
の
影
響
が
な
い
と
い
い
の

で
す
が
。

‐９
期
　
児
玉
　
律
子

還
暦
を
す
ぎ
て
、
１
年
、
２
年
…

年
を
重
ね
、
孫
た
ち
か
ら
元
気
パ
ワ

ー
を
も
ら
っ
て
、
お
か
げ
様
で
元
気

で
お
り
ま
す
。

‐９
期
　
高
橋
　
容
子

ひ
ょ
ん
な
事
か
ら
、
沼
部
で
下
車
じ

て
歩
き
ま
し
た
。
４０
年
以
上
も
前
の

町
の
姿
を
思
い
出
し
な
が
ら

・
・
・
。

２０
期
　
谷
口
　
友
孝

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
イ
ラ
ク
通
信
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
混
迷
の

中
東
で
す
が
、
「日
本
の
文
化
」
が
そ

れ
を
救
う
と
思
う
の
で
す
。

２‐
期
　
多
田
　
牧
子

２
０
０
４
年
に
小
磯
晴
代
さ
ん
が
猿

橋
賞
を
受
賞
さ
れ
て
早
１０
年
。
還
暦

の
年
回
り
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
２

０
１
４
年
９
月
６
日
に
プ
チ
同
期
会

を
し
ま
し
た
。

２３
期
　
花
見
　
義
美

①
好
物
～
冷
麦
、
カ
ツ
丼
②
長
所
～

信
用
③
座
右
の
銘
～
所
願
満
足

２４
期
　
野
崎
　
尚
俊

野
球
部
に
正
式
な
Ｏ
Ｂ
会
が
発
足
し
、

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

２５
期
　
松
岡
　
律
子

一死
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
桐

の
花
の
季
節
に
行
き
た
い
で
す
。
役

員
の
皆
様
に
は
い
つ
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

２６
期
　
一岳
野
　
友
子

気
分
は
田
高
時
代
と
さ
し
て
変
わ
ら

ず
、
現
実
は
ア
ラ
還
！
友
人
と
も
長

い
お
つ
き
合
い
で
す
。

２６
期
　
藤
井
　
真
理

実
家
の
す
ぐ
傍
ら
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
小
山
台
の
甲
子
園
出
場
す
ご
い

で
す
ね
。　
一
方
マ
イ
ペ
ー
ス
な
の
が

田
高
ら
し
さ
で
し
ょ
う
。

２７
期
　
小
高
　
一
浩

Ａ
Ｋ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
に
執
心
中
で
す

（笑
）
名
古
屋
、
大
阪
、
博
多
と
飛
び

歩
い
て
い
ま
す
。
彼
女
達
の
熱
い
思

い
に
ふ
れ
る
と
、
自
身
の
高
校
時
代

全
灰
れ
ま
す
。

３０
期
　
黒
田
　
俊
介

Ｄ
Ｂ
Ｃ

（放
送
委
員
会
）
や
３０
期
の

友
人
達
と
時
々
集
ま
っ
て
飲
ん
で
い

ま
す
。
前
回
の
３０
期
同
期
会
か
ら
早

２
年
。
次
回
は
２
０
１
８
年
開
催
の

予
定
で
す
。

３‐
期
　
茨
木
　
悟
郎

娘
が
田
高
生
に
な
り
ま
し
た
。
田
高

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
機
会
に
再
び

恵
ま
れ
、
お
父
さ
ん
感
激
！
選
ん
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

３‐
期
　
竹
尾
　
　
正

近
年
、
田
高
の
学
力

（入
学
時
難
易

度
）
が
回
復
傾
向
で
喜
ば
し
い
限
り

で
す
。

３５
期
　
石
鍋
　
　
斉

一
昨
年
、
山
梨
支
店

（甲
府
）
に
異

動
と
な
り
、
毎
日
都
内
の
自
宅
か
ら

片
道
２
時
間
通
勤
し
て
い
ま
す
。
あ

る
種
、
鉄
道
マ
ニ
ア
み
た
い
で
す
。

４４
期
　
林
　
　
隆
三

例
年
ど
お
り
、
今
年
も
Ｇ
Ｗ
に
４４
期

ラ
グ
ビ
ー
部
同
期
会
を
行
い
ま
し
た
。

部
員
６
名
、　
マ
不ヽ
―
ジ
ャ
１
２
名
、

ア
ラ
フ
ォ
ー
に
な
り
な
お
元
気
で
す
。

６２
期
　
小
林
　
武
史

都
立
荏
原
看
護
専
門
学
校
入
学

６２
期
　
鷹
田
真
理
子

上
智
大
学
１
年
生
と
し
て
、
大
学
生

活
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

６２
期
　
半
田
　
大
介

大
学
で
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
す
。

□

平
成
二
十
六
年
度
分
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り

決
算
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長
　
源
田
真
由
美

（２０
期
）

□

平
成
二
十
六
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か
つ

妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏

（９
期
）

会
計
監
査
　
鈴
木
　
洋
子

（１１
期
）

生
回

中
島
美
紀
子

石
塚
　
久
子

岡
本
ひ
ろ
み

１
期
井
手
　
敏
雄

松
田
　
淑
子

４
期
近
藤
　
昇
治

寺
久
保
　
勲

□

五
月
十
六
日

（土
）
の
幹
事
会
に
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

平
財
三
十
六
牢
膚
倉
計
霧
舎
　
　
　
平
成
Ｅ
十
七
牢
厨
予
算
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橋田澤期藤期
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明 晃 正
人宏子 道
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田
苗

津
子

総 会 会 費

合計

26年度収入計

名 簿 売 上

桐の木募金

寄   付
年 会 費
銀行利息等

賛助会員入会金

卒業生入会金

前年度繰越金

5,320,066

3.250.161

102.000

15.000

138,575

593,355

1,296,000

231

1,105,000

2,069,905

収 入

26年度支出計

幹 事 会 費

雑    費

合計

次年度繰越金

桐の木募金積立金

新入生対策費

卒業生対策費

ぼるにあ祭参加費

周年事業横立金

総会実施費

名簿編集費

会報編集費

通信事務費

5,320,066

2.200.484

3.119.582

138.575

101.594

60,000

64,552

125,329

59,283

100,000

116,744

108,000

1,806,273

39、 862

399,370

支 出

総 会 会 費

年 会  費

合 計

27年度収入計

桐の木募金

寄    付

銀行利息等

卒業生入会金

前年度繰越金

3,095,216

130,000
50,000

500.000
1.300.000
216

1.115.000

2.200.484

5`295`700

予 備  費

新入生対策賢

幹 事 会 管

総貪実施賢

卒業生対策賢

情報委員会賢

←附田園諷布執育財団寄付

|ぎるにあ寮参加瞥

名簿編集管

通信事務賢

合 計

次年度繰越金

27年度支出計

桐の木募金積立金

3.128.000

50.000
30.000

100,000

60000
70.000

130.000

60_000
100.000
130.000
108,000

1.850.000

40,000

400000

5`295.700
2.167.700



一
般
財
団
法
人

田
園
調
布
教
育
財
団

新
財
団
も
、
い
よ
い
よ
３
年
目
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
今
後
の
財
団
活
動
に

と
っ
て
大
き
な
力
と
な
る
２
つ
の
課

題
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
財
団
と
し
て
の
事
務
所
の

新
設
で
す
。
現
在

「主
た
る
事
務
所
」

を
学
校
内
に
置
い
て
い
ま
す
が
、
以

前
か
ら
、
事
務
所
を
学
校
外
に
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
多
摩
川
そ
ば
の
マ
ン
シ
ョ
ン

に
、
「財
団
事
務
所
」
を
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
事
務
所
は
、
多

摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

一
望
す
る
こ
と

が
で
き
る
好
立
地
に
あ
り
ま
す
。
本

格
的
な
稼
働
ま
で
に
は
、
暫
く
時
間

が
か
か
り
ま
す
が
、
順
次
体
制
を
整

え
、
財
団
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用

し
て
い
く
予
定
で
す
。

次
に
、
「財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
財
団

活
動
を
発
信
す
る
手
段
は
極
め
て
限

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
今
回
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
よ

り
、
月
日
会
を
始
め
と
す
る

田
園
調
布
高
校
関
係
者
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
皆
様
に
対

し
て
も
、
財
団
活
動
や
財
務

状
況
等
に
つ
い
て
、
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
発
信
を
行
う
体

制
が
整
い
ま
し
た
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
今
後
少
し
ず
つ

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

財
団
は
、
「
学
校
支
援
」

と

「地
域
支
援
」
を
目
的
に

公
益
性
の
強
い
事
業
を
中
心

と
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
閲
覧
し
、
財
団
活
動

へ
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
通
り
遠
路
埼
玉

か
ら
駆
け
つ
け
た

「
草
加
Ｓ
Ｓ
」
を

含
め
た
４
チ
ー
ム
総
当
た
リ
リ
ー
グ

戦
方
式
で
６
試
合
が
行
わ
れ
、
２

勝
１
敗
、
勝
点
６
で

「
ジ
ョ
カ
ト
ー

レ
Ｆ
Ｃ
」
が
優
勝
し
ま
し
た
。

今
回
も
、
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら
２３
名

の
現
役
部
員
が
大
会
の
準
備

・
運
営

か
ら
片
づ
け
ま
で
大
車
輪

の
活
躍

で
、
無
事
に
時
間
内
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
試
合
終

了
か
ら
閉
会
式
ま
で
の
時
間
を
利
用

し
、
現
役
部
員
と
参
加
チ
ー
ム
コ
ー

チ
と
の
模
範
試
合
が
行
わ
れ
、
大
き

な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

小
学
生
野
球
大
会

平
成
２６
年
１２
月
１４
日

（日
）
「
第

８
回
小
学
生
野
球
大
会
」
が
多
摩
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
４
チ
ー
ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
１

チ
ー
ム
が
３
位
決
定
戦
を
棄
権
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
行
わ
れ
た
３

試
合
は
、
い
ず
れ
も
熱
戦
が
続
き
ま

し
た
。
特
に
１
回
戦
の

「
池
雪
ジ
ュ

ニ
ア
ス
ト
ロ
ン
グ
ス

（大
田
区
城
南

連
盟
こ

と

「
ヒ
ッ
ポ
ー
ズ

（品
川

区
荏
原
少
年
野
球
連
盟
と

は
、
９

対
２
で
リ
ー
ド
さ
れ
た

「
ヒ
ッ
ポ
ー

ズ
」
は
最
終
回
６
点
を
返
し
追
い
上

げ
ま
し
た
が
、
池
雪
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ト

ロ
ン
グ
ス
が
１
点
差
で
勝
利
し
ま
し

た
。
両
チ
ー
ム
の
応
援
席
は
、
互
い

の
選
手
の
頑
張
り
に
声
援
を
送
り
続

け
て
い
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
語
習
会

１
月
１０
日
、
１７
日
、
３‐
日
の
三

回
に
わ
た
り

「初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
」
が
日
高
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ

教
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
高

の
パ
ソ
コ
ン
も
機
種
が
更
新
さ
れ
、

メ
ニ
ュ
ー
も
新
し
く
し
ま
し
た
が
例

年
よ
り
応
募
が
少
な

い
状
況
で
し

た
。
１
回
日
、
３
回
目
の
講
師
を
月

日
会
の
小
西
副
会
長
が
、
２
回
目
の

講
師
を
清
流
会
の
糸
瀬
会
長
が
務
め

ま
し
た
。
田
高
生
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ

り
、
参
加
者
に
は
満
足
し
て
も
ら
え

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

多
摩
川
河
川
敷
清
掃

平
成
２７
年
５
月
３‐
日

（
日
）
初

夏
を
思
わ
せ
る
好
天
の
中
、
「多
摩

川
河
川
敷
清
掃
活
動

（大
田
区
主

催
と

が
参
加
団
体
５４
ヽ
参
加
者
約

２
２
０
０
名
と

い
う
規
模
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
財
団
か
ら
は
、
参
加
団

体
最
大
と

な

る

２

０
０
名
余
り

（１
年
生
約
１
８
０
名
を
含
む
）
の

参
加
に
よ
り
、
多
摩
川
大
橋
か
ら
ガ

ス
橋
ま
で
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
多
摩
川
源

流
の
山
梨
県
小
菅
村
の
特
産
品
販
売

な
ど
を
始
め
、
多
摩
川
の
自
然
や
み

ど
り
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年
９
月
１４
日

（
日
）
に

開
催
さ
れ
た
ば
ろ
に
あ
祭
に
参
加
し

ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の
会
員
の
皆

様
が
来
場
さ
れ
、
在
学
し
た
時
代
の

思
い
出
話
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
毎
年
開
催
し
、
現
役
生

や
来
場
者
に
好
評
の
プ
リ
ク
ラ
コ
ー

ナ
ー
や
昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
終

日
に
ぎ
や
か
な
声
が
響
き
、
楽
し
い

交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
日
高
の
歴
史
や
月
日
会

・
財
団

の
活
動
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
学
校
見
学
を
兼
ね
て
親

子
で
来
場
さ
れ
た
中
学
生
が
興
味
深

く
閲
覧
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年

の
ぼ
ろ
に
あ
祭
は
９
月
１３
日

（日
）
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
あ
わ

す
。
理
事
長

副
理
事
長

理
　
事

理
　
事
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手話講習会
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田
中
　
博
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国
幹
夫

源
田
真
由
美

小
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正
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手
話
語
習
会

平
成
２６
年
■
月
８
日

（
土
）
の

午
後
、
日
高
大
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
た
手
話
講
習
会
は
、
奉
仕
生
徒
１４

名
を
含
む
４９
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
他
に
放
送
委
員
の
生
徒
２
名
が

マ
イ
ク
調
整
の
た
め
自
主
的
に
参
加

協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。　
一
般
参
加

は
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
毎
年
楽
し

み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

素
敵
な
人
柄
で
人
気
の
中
川
富
美

先
生
を
講
師
に
迎
え
、
手
話
に
よ
る

挨
拶
や
歌
に
加
え
、
今
回
は
昔
ば
な

し

（桃
太
郎
）
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
の
手
話
の
動
き

の
モ
デ
ル
は
、
６２
期
幹
事
の
原
田
さ

ん
と
加
藤
さ
ん
。
中
川
先
生
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
顔
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

校
長
先
生
や
奉
仕
担
当
の
先
生
方

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
各
団
体
の

幹
事
や
委
員
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ

せ
、
楽
し
く
有
意
義
な
講
習
会
と
な

り
ま
し
た
。

中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会

平
成
２６
年
■
月
２３
日

（日
）
「
第
１１

回
中
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
が
今
年

も
大
田
区
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
協
力
に

よ
り
、
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

第36号

追
63期生の進路

路 状 況
合格者の多い四年制大学(浪人生含む)

パソコン講習会

お知らせください :

会報を読んでのこ意見、こ感想がありましたらこ連絡く

ださい。また、同期会開催案内、寄稿、住所変更等につい

てのお問い合わせも下記にお願いいたします。尚、お寄せ

頂いた情報は掲載できないこともこざいますのでこ了承下

さい。

住所 :〒 1450062 大田区北千束3-241-118
月日会事務局 宛 Faxi 03-3748-6フ 80
HP:http://tsukihikai net/

９
月
１３
日

（日
）
　
　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ｋ
ン
ζ
巣
内
し
ま
す

田
高

「ぼ
ろ
に
あ
票
」
第
２８
回

「ふ
れ
あ
い
パ
ザ
ー
」

献
品
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

説
期
味
嘲
織
浄
吐
く
靭
鞘
峰
事
務
局
宛

売
上
金
は
、　
一
般
財
団
法
人
田
園
調
布
教
育
財
団
を
通
じ
て
、
学
校
支
援

・
地
域

支
援
の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
ぽ
ろ
に
あ
祭
は
９
月
１３
日

（日
）
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

多摩川河川敷清掃活動

せ
の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

鯖

篤

色

用

昨
年
度
は
２２
年
ぶ
り
に
母
校
で
総

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
校
長
先
生
を
は
じ
め
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年
も
母
校
で

の
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
昨
年

ご
都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
方
は
是
非

今
年
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
原
則
と

し
て
毎
年
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
支
援

・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
の
懸
案
だ
っ
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も

な
ん
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
。
母
校

や
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
あ
わ
せ

て
是
非
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

３７
期
　
小
西
正
晃

URL httpプ/wvvw.denenchofu‐ kyouiku.o「 .,p/

囲

教

職

員

異

動

囲

【転
出
】

鈴
木
　
純
平

笹
川
耕
太
郎

遠
藤
　
正
子

久
松
　
佐
夜

広
瀬
　
美
咲

（地
歴
・
こ

南
葛
飾

（全
）

（地
歴

地
聾

退
職

（家
庭
）
園
芸

（全
）

（英
語
）
向
丘

（全
）

（英
語
）
雪
谷

（全
）

【転
入
】

豊
田
　
基
裕

（地
歴
　
日
）
北
豊
鳥
工

（定
）

吉
田
　
碁三
浩

（地
歴
　
地
理
）
三
鷹

（全
）

小
見
川
茂
登
子

（家
庭
）
蒲
田

（全
）

鈴
木
　
洋
子

（英
語
）
新
規
採
用

遠
藤
　
浩
司

（英
語
）
桜
町

（全
）

外
村
　
幸
子

（養
護
）
白
鴎

（全
）

17

16

14

12

11

関東学院大

目白大

東海大

立正大

駒澤大

20

16

15

12

11

日本大

東洋大

国士舘大

神奈)|1大

明治学院大

153

27

41

229

四年制大学

短 期 大 学

専 門 学 校

就 職

浪  人 他
合  計

■

担

大学合格状況 (現役 のみ )
回公立大学 9名
筑波大 (1)、 東京医科歯科大(1)、 電気通信大(1)、
横浜国立大(2)、 首都大東京(1)、 横浜市立大(1)、
名桜大(1)、 防衛医大(1)
私立大学 309名
主な大学と合格者数

早稲田(3)、 慶応(3)、 上智(3)、 理科大(1)、 明治(5)、
青山(7)、 立教(4)、 中央(5)、 法政(2)、 学習院(4)、
成膜(4)、 成城(5)、 明治学院(10)、 図學院(3)、
武蔵(3)、 日本(18)、 東洋(13)、 駒澤(9)、 専修(9)、
日本女子(4)、 東京女子(1)

昨年の総会の折、皆様に校庭にある大きな葉をつけた14本
の桐の木を見て頂きました。月日会50周年からはじめた記
念樹すべてにステンレス製の立て札がつけられています。

月日会の歴史をずっと伝えていけたらと願っています。3月
には、寒肥を施しました。また、母校60周年に植樹した 1

本がテッポウムシに根元を打ち抜かれていましたので植え

替えました。桐の木の植樹や手入れが出来ますのは皆様の

桐の木募金のお蔭と感謝しております。来春、紫の美しい

花が咲くころHPでお知らせしますので、楽しみにしてくだ
さい。           名誉会長 田中 博隆 (6期 )

綱
の
本

趨


